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第６章 成果と課題

本研究では，平成22・23年度の２年間にわたって，小・中学校の通常の学級における「特別な教育

的ニーズのある児童生徒に対するアセスメントに基づく学習指導の在り方に関する研究」を行ってき

た。これまでの研究の成果と今後の課題について述べる。

１ 研究の成果

(1) アセスメントの段階の整理

特別な教育的ニーズのある児童生徒に対するアセスメントを３段階に整理し，それぞれの段階

における方法等を示した。小・中学校においては，第２段階のアセスメントである，テストや授

業中の様子などからつまずいている課題等について詳しく把握し，そのつまずきの要因と思われ

る認知の特性等について見立てていくことが大切であることを明らかにすることができた。

(2) 「アセスメントシート」の改善

第２段階のアセスメントとして，通常の学級で指導する教師が，簡便かつ効果的に行うことが

できる方法として改訂版の「アセスメントシート」を作成した。学習における情報の処理過程を

整理するとともに，教師のニーズに応じて，「アセスメントシート」の中の，チェックシート，

見立てシート，指導・支援例シート，手立てシートなど必要なシートを選択して活用できるよう

な工夫をした。

(3) 指導・支援の段階の整理

アセスメントと同様に，指導・支援の段階を３段階で捉えた。各段階における指導・支援の基

本的な考え方や具体的な手立ての例を示すことで，各学校での指導・支援を体系的に実践できる

ようにした。

(4) 学級集団や学習環境づくりの観点

特別な教育的ニーズのある児童生徒の多様な「学び方」に応じた授業を行うための土台として，

学級集団づくりや教室や黒板などの学習環境づくりの重要性を示し，その工夫の観点を示した。

(5) 自分自身の「学び方」を活用できるようにする指導・支援の在り方の提案

これまで示された指導・支援を行うに当たっては，児童生徒の自己理解を図り，課題解決する

力を高めながら取り組むことが重要であることを示し，その具体的な指導・支援の在り方を提案

した。

(6) アセスメントに基づいた児童生徒の指導・支援の実践例

研究協力員と連携し，アセスメントに基づく小・中学校での実践を行った。児童生徒の分かり

やすさや学びやすさに配慮した様々な工夫や教師間の共通理解の工夫などによって，児童生徒の

変容がみられ，教師のアセスメントに対する更なる理解が図られた。

２ 今後の課題

(1) 「アセスメントシート」の活用を通して，認知の特性等の見立てやそれに基づく指導・支援に

関する事例を蓄積するとともに，チェック項目や認知の特性等の捉え方などを検討し，「アセス

メントシート」の有効性を高める必要がある。

(2) 特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する指導・支援に関する各学校の指導方法や教材・教

具などの情報の共有化を図る取組を進める必要がある。
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おわりに

本研究は，小・中学校の指導・支援体制の状況や児童生徒のつまずきについての教師の「気付き」

と，そのつまずきの要因の「見立て」，指導・支援の「手立て」を考えていくアセスメントに基づく

学習指導の在り方について検証を行ってきた。

具体的には，小・中学校それぞれの学校規模や指導体制の状況に応じた実践例を通して，通常の学

級における指導・支援の在り方（一斉指導や一斉指導の中での個に配慮した指導，通級による指導な

どの個別の指導等）についての取組を提案できたと考える。

また，本研究を通して，小学校の早い段階で，児童のつまずきの要因を把握し，認知の特性等に応

じた指導を全職員の共通理解の下に進めていくことの大切さや，小学校から中学校への「つなぎ」，

すなわち，「移行支援シート」や「アセスメントシート」等を活用したアセスメントに基づく学習指

導の在り方の継続がいかに大切であるかということも分かってきた。

本研究が，各学校において，特別な教育的ニーズのある児童生徒一人一人に対する学習指導の在り

方や各学校における支援体制の在り方等を改善・工夫する取組の参考になれば幸いである。

最後に，本研究を進めるに当たり，アンケート調査に御協力いただいた関係小・中学校，実践例を

提供してくださった研究協力員の先生方に心からお礼を申し上げたい。
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